
七

専
攻
学
科
目　

光
量
子
電
子
工
学

生　

年　

月　

昭
和
三
五
年　

三
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
七
年　

三
月 

京
都
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業

同　

五
九
年　

三
月 
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
九
年　

四
月 

三
菱
電
機
（
株
）
中
央
研
究
所
基
礎
研
究
部
主
員

同　

六
三
年　

四
月 

京
都
大
学
工
学
部
助
手

平
成　

三
年
一
一
月 

博
士
（
工
学
）

同　
　

四
年　

三
月 

京
都
大
学
工
学
部
助
教
授

同　

一
二
年　

五
月 

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

一
八
年　

三
月 

ベ
ル
ギ
ー
・
ゲ
ン
ト
大
学
名
誉
博
士
号

同　

二
一
年　

四
月 

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
附
属
光
・
電
子
理
工
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
併
任
、
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

野の　

田だ　
　
　

進す
す
む



一
一

博
士（
工
学
）野
田　

進
氏
の
「
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク

結
晶
に
よ
る
光
制
御
法
の
極
限
的
開
拓
と
半
導

体
レ
ー
ザ
高
度
化
へ
の
応
用
」
に
対
す
る
授
賞

審
査
要
旨

計
測
・
通
信
・
照
明
・
加
工
な
ど
の
諸
分
野
で
、
光
は
極
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
光
波
を
高
度
に
制
御
す
る
た
め
の
技
術
の
開
拓
が
内
外
で

活
発
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
野
田　

進
氏
は
、
フ
ォ
ト

ニ
ッ
ク
結
晶
と
呼
ぶ
人
工
構
造
に
関
す
る
研
究
を
先
導
し
、
光
波
を
極
限
的
に

制
御
す
る
手
法
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
半
導
体
レ
ー
ザ
の
高
度
化
に

応
用
す
る
先
駆
的
・
先
導
的
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク

結
晶
と
は
、
光
の
波
長
程
の
周
期
で
屈
折
率
を
空
間
的
に
変
化
さ
せ
た
構
造
の

こ
と
で
あ
り
、
原
子
を
規
則
的
に
並
べ
た
通
常
の
結
晶
に
お
い
て
電
子
波
が
制

御
さ
れ
、
種
々
の
物
性
が
生
じ
る
の
と
同
様
、
光
波
の
制
御
に
よ
り
、
多
様
な

機
能
の
出
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
野
田
氏
は
、
理
論
的
提
案
と
解
析

に
留
ま
っ
て
い
た
「
完
全
三
次
元
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
」
を
初
め
て
実
現
し
て
、

特
定
波
長
の
光
が
全
方
向
に
伝
搬
不
能
と
な
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
構
造
に
発

光
体
や
人
工
的
な
周
期
性
の
乱
れ
を
適
切
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
放

出
光
の
抑
制
や
増
強
、
さ
ら
に
は
三
次
元
的
な
光
伝
搬
制
御
が
で
き
る
こ
と
を

実
証
し
た
﹇
主
要
論
文
1－

8
﹈。

野
田
氏
は
、
こ
の
「
完
全
三
次
元
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
」
の
研
究
を
、
次
元

の
一
つ
低
い
「
二
次
元
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
」
に
発
展
さ
せ
、
三
次
元
フ
ォ
ト

ニ
ッ
ク
結
晶
を
遥
か
に
凌
ぐ
光
制
御
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
﹇
主
要
論

文
9－

２０
﹈。
具
体
的
に
は
、
上
下
を
自
由
空
間
に
挟
ま
れ
た
厚
さ
数
百

㎚
の
誘
電
体
薄
膜
に
対
し
、
屈
折
率
を
二
次
元
的
に
変
化
さ
せ
た
二
次
元
フ
ォ

ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
作
り
込
み
、
そ
の
中
に
周
期
性
を
線
状
に
乱
し
た
欠
陥
を
作

る
こ
と
で
、
光
波
を
漏
れ
な
く
導
く
導
波
路
が
形
成
で
き
、
点
状
欠
陥
を
作
る

こ
と
で
、
光
波
の
捕
獲
と
閉
じ
込
め
の
機
能
を
持
つ
極
微
の
共
振
器
と
し
て
働

く
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
極
微
共
振
器
の
近
傍
に
お
い
て
、
屈
折
率

変
化
を
も
た
ら
す
格
子
点
の
位
置
や
大
き
さ
を
巧
妙
に
制
御
す
れ
ば
、
共
振
器

に
光
が
閉
じ
込
め
ら
れ
る
時
間
が
格
段
に
長
く
な
り
、
共
振
器
の
Ｑ
値
（
共
振

器
内
部
で
の
光
波
の
往
復
回
数
）
を
高
め
る
基
本
指
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
種
の
工
夫
を
加
え
た
共
振
器
は
「N

odaʼs cavity

（
共
振
器
）」
と
呼
ば
れ
、

共
振
器
電
磁
力
学
や
量
子
光
学
な
ど
の
基
礎
光
科
学
や
レ
ー
ザ
応
用
に
お
い

て
、
共
振
器
の
基
本
構
造
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
一
、

〇
〇
〇
万
を
超
え
る
Ｑ
値
を
持
つ
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
共
振
器
が
実
現
さ
れ
、

Ｓｉ
を
素
材
と
す
る
極
微
の
ラ
マ
ン
型
レ
ー
ザ
の
発
振
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

野
田
氏
は
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
埋
め
込
ん
だ
半
導
体
レ
ー
ザ
の
発
明
と



一
一

開
発
に
お
い
て
も
卓
越
し
た
成
果
を
達
成
し
た
﹇
主
要
論
文
２1－

３５
﹈。
通
常
、

半
導
体
レ
ー
ザ
の
大
出
力
化
に
は
素
子
の
発
光
面
を
大
面
積
化
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
光
波
モ
ー
ド
（
振
動
姿
態
）
が
多
様
に
な
る
た
め
、
ビ
ー
ム
品
質
が
著

し
く
劣
化
す
る
難
点
が
あ
り
、
応
用
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。
野

田
氏
は
、
半
導
体
レ
ー
ザ
に
二
次
元
の
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
埋
め
込
み
、
バ

ン
ド
構
造
の
特
異
点
（
Γ
点
等
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
振
動
姿
態
で

の
発
振
が
支
配
的
と
な
っ
て
安
定
化
で
き
、
極
め
て
大
き
な
面
積
で
も
コ
ヒ
ー

レ
ン
ト
な
動
作
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
示
し
、
ビ
ー
ム
品
質
が
高
い
高
出
力

レ
ー
ザ
、
す
な
わ
ち
、
高
輝
度
半
導
体
レ
ー
ザ
を
実
現
可
能
と
し
た
。
特
に
、

二
つ
の
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
四
分
の
一
周
期
ず
ら
し
て
重
ね
た
「
二
重
格
子

フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
」
と
い
う
独
自
構
造
に
よ
り
、
直
径
が
〇
・
五
〜
数
㎜
の

大
面
積
レ
ー
ザ
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
動
作
を
実
現
し
、
一
〇
〜
一
〇
〇
ワ
ッ
ト
級

の
高
ビ
ー
ム
品
質
の
半
導
体
レ
ー
ザ
を
世
界
で
初
め
て
誕
生
さ
せ
た
。

こ
の
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
レ
ー
ザ
は
、
高
出
力
性
に
加
え
、
高
い
ビ
ー
ム
品

質
を
備
え
、
回
折
に
よ
る
ビ
ー
ム
の
広
が
り
も
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
レ
ン
ズ
無

し
の
高
い
分
解
能
を
持
つ
光
測
距
シ
ス
テ
ム
（LiD

A
R

）
に
も
応
用
可
能
性
が

示
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
高
性
能
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
格
子
点
の
孔

径
や
位
置
を
同
時
に
変
化
さ
せ
た
「
複
合
変
調
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
」
と
い
う

新
た
な
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
構
造
の
考
案
に
よ
り
、
光
ビ
ー
ム
を
電
気
的
に
二

次
元
走
査
す
る
こ
と
や
、
顔
認
証
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
構
造
を
持
つ
照
明
光
の

生
成
に
も
成
功
し
て
い
る
。
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
レ
ー
ザ
は
、
将
来
、CO

2

レ
ー

ザ
や
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
な
ど
、
他
の
大
出
力
レ
ー
ザ
も
凌
ぐ
性
能
が
期
待
さ

れ
、
計
測
、
加
工
、
照
明
、
通
信
、
医
療
な
ど
の
諸
分
野
で
の
貢
献
を
通
じ
、

超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
野
田
氏
は
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
レ
ー
ザ
の
研
究
で
得
た
知
見
を

熱
輻
射
や
太
陽
電
池
の
分
野
に
展
開
し
、
新
た
な
可
能
性
を
開
拓
し
て
い
る

﹇
主
要
論
文
３6－

４０
﹈。
熱
輻
射
は
ス
ペ
ク
ト
ル
が
広
く
、
応
答
速
度
が
遅
い
課

題
が
あ
る
が
、
野
田
氏
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
損
失
す
る
こ
と
な
く
、
熱
輻
射
を

特
定
の
狭
い
帯
域
に
集
約
し
、
高
速
変
調
も
可
能
と
す
る
熱
輻
射
制
御
の
新
概

念
を
創
り
出
し
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
野
田
氏
は
、
完
全
三
次
元
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
世
界
で

初
め
て
実
現
す
る
と
と
も
に
、
二
次
元
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
に
よ
る
高
度
な
光

制
御
手
法
を
創
出
・
実
証
し
、
顕
著
な
成
果
を
達
成
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ト

ニ
ッ
ク
結
晶
を
埋
め
込
ん
だ
レ
ー
ザ
を
発
明
・
開
発
し
、
卓
越
し
た
業
績
を
挙

げ
て
、
内
外
の
研
究
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ

ク
結
晶
を
含
む
光
科
学
・
光
技
術
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。
そ
れ
ら

の
成
果
は
、
今
後
の
基
礎
科
学
の
発
展
と
光
技
術
の
社
会
的
展
開
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
卓
越
し
た
学
術
へ
の
貢
献
と
実
社
会

へ
の
寄
与
は
真
に
顕
著
で
あ
り
、
日
本
学
士
院
賞
に
相
応
し
い
業
績
で
あ
る
。



一
一

な
お
、
野
田
氏
の
研
究
成
果
は
、
五
〇
〇
件
を
超
す
学
術
論
文
や
国
際
会
議

発
表
の
形
で
発
表
さ
れ
て
お
り
、
三
万
件
を
超
す
引
用
を
受
け
る
な
ど
、
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
光
学
会
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
賞
、
米
国

電
気
電
子
学
会
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
、
江
崎
玲
於
奈
賞
、
紫
綬

褒
章
、
応
用
物
理
学
会
業
績
賞
な
ど
、
多
く
の
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

主
要
論
文

Ａ
． 

完
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ォ
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光
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